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「『集結！しまねの子育て協働プロジェクト事業』について」
　　　　　　　　　島根県教育庁社会教育課　社会教育主事　　植田 康太

研修プログラム

10:00～15:40

コーディネーター研修

◍講演、実践発表から、地域と学校がより連携・協働して地域学校協働活動を進めていくこ
との重要性や、そのためのコーディネーターの役割やコーディネートする際の視点につい
て考える。
◍参加者同士が交流し、互いの実践の様子や思いについて情報交換することを通して、今
後の取組のヒントを得て、実践への意欲を高める。

令和４年６月10日（金）

松江合同庁舎講堂・オンライン隠岐会場 72名

参加者の感想

■４月から新しくコーディネーターとして働く中で、これからの指針となる有意義な時間だっ
た。コーディネーターの役割とは何なのか？どういう方向性で接していくべきなのか、試行
錯誤する毎日だが、本日の学びを活かして頑張っていきたいと思う。
■講演は先生の話し方や話す内容に、すごくワクワクして、こんな風に活動の輪を広げら
れるような講座や活動をしたくなった。活動するまでの仕掛け方もとても参考になった。
■元気をもらった。今日の午後からの活動のヒントをもらったので、さっそく関係者に連絡
をとりたくなった。自分にできることを！という意欲が高まった。
■コーディネーターとしての役割が自治体により大きく異なっていることが分かった。中学
生の参画が実現していることがうらやましいと感じた。
■同じ地域の別の組織の方々と率直に話ができ、みんな本当は「もっと協働したい、話す
機会があるといい。」と思っていることが分かって、よい時間だった。また、様々な話を聞き
ながら、実践のアイディアも出てきた。
■学校教育とそれ以外の教育(家庭・地域)も、子どもたちがこれから生きていくための教
育としてとらえて、自分がそれをどうつなげられるか考え、行動していくかを見つけられた
研修であった。アピールしていくこと、大事ですね。情報共有することが、つながりを生んで
いくのかなと思った。

研修の様子

「今、求められているコーディネーターの役割について」
　　　NPO法人「スクール・アドバイス・ネットワーク」理事長　 生重 幸恵 さん

「地域と学校の未来を紡いでいくために」

「つなぐ・つながる学校と地域～斐川西中校区地域学校協働活動の取組」
　　　　　　　　　　斐川西中校区地域学校協働活動推進員　　石倉　奈津江さん
　　　　　　 　　出雲市教育委員会教育政策課社会教育係　　森脇　淳志さん
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